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論　　文　　の　　要　　旨

　本研究は除草剤Prop鋤i1のイネ科植物に対する選択的作用機構について生理生化学的に解明しヨ植

物のPropani玉に対する感応性を通して植物の種特異性を明らかにすることを目的としたものである。

　先ずPropanilが櫃物の生育に対してどの程度抑制効果を持つかを、イネ，タイヌビエラシコクビ

エ，コムギラメヒシバヨオヒシバの幼植物を用いて調べた。イネうコムギの生育に対しては抑制効

果を示さず，シコクビエもほぼイネに匹敵する低抗性を示したがヲその他の植物種の生育は著しく

抑制された。こういった植物種問の感受性の差をひき起こす機構を14C一標識Prop鋤i1を用いて調べ

た。14C標識Propani1は14C一プロパノールを出発物質として合成した。

　玉4C－Propani1の植物による代謝分解を調べた結果ヨイネ，コムギがよく代謝するのに対し他の植

物種では殆んど代謝しなかった。特にPmpani1に対し低抗性を示したシコクビエが代謝分解しなかっ

た点は留意するに値するものと判断された。この点を酵素の側から検討した。Prop独i1を加水分解す

るary1acy1amidase　Iの活性をイネおよびコムギで確認したがヨシコクビエおよびその他の植物種に

おいては確認できなかった。ary1acy1amidaseHの活性はどの植物種についても認められたが，元来

その活性はIに比べ著しく小さくラまたPropani1を基質とすることは出来ないものである。イネヨコ

ムギのPm脾ni1に対する低抗性は主としてこの加水分解酵素の活性に起因するものと判断されたが，

シコクビエの低抗性について更にPropani1の体内挙動との関連から研究を進めた。

　Propan呈亘を茎葉部に直接施用した場合，その吸収速度はシコクビエにおいては他の植物種に比較し
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て著しく小であること，一方Propani1を根部に施用した場合には根部への浸入速度は大きいがヲ根部

から茎葉部への移動率が著しく小であることが判明した。Propani1が光合成活性に対する強力な阻害

剤であることを考慮すると事この茎葉部への集積の小なることがシコクビエのPmpani1に対する低抗

性をひき起こす原因の主たるものと判断された。

　次にPropa柵の第一次作用点と思われる光合成の変動とPmpani1の濃度との関係について調査し

た。先ずPropani1を葉に施用した直後ライネ，タイヌビエ，シコクビエの光合成活性が著しく阻害さ

れ低下する。しかしイネ葉の活性は速やかに回復する。シコクビエ葉の活性はゆるやかに回復に向

かうがラヒエでは全く回復は認められなかった。このことを葉片を用いて追試したところ，同様の

傾向を得ることができた。そこで14C－Propani1を葉片に与えてその後の挙動を追跡した。イネ葉片

中で14C－Propan雌速やかに分解解毒されたが，タイヌビエ、シコクビエ葉片中では分解は認めら

れずラまた葉片中の集積量にも変化はなかった。葉緑体へのPropani1の吸着は3植物種とも相違が認

められなかった。シコクビエ葉片の光合成活性のゆるやかな回復の機構については疑問をのごした

が、Propani1が第一次作用点に到達すればイネを含むいづれの被検植物種についても同様の作用を示

すことが示唆された。

　見方を変えて植物の齢とPropani憾受性との関係を調べた。イネ，シコクビエ，メヒシバの4葉

期ヨ6葉期のものを用いた。イネ，シコクビエは共に低抗性を示したが。4葉期のメヒシバは感受

性を示した。しかし6葉期のメヒシバはイネ，シコクビエと同程度の低抗性を示した。シコクビエヨ

メヒシバの4葉期う6葉期とも加水分解活性は示されずラ6葉期になるとPropani1の茎葉からの浸入

速度が極めて小となることが明らかにされた。

　14C－Naproani1ideや14C－MY－5の様にPropaη11と同じ酸アミド結合を持つ除草剤を用いて調べ

た所，シコクビエ，タイヌビエ等Propani1を分解できない植物種でも酸アミド結合を加水分解できる

ことが確認された。

　以上の諸結果から、Propani1の選択性作用機構として，イネおよびコムギの場合は分解解毒能。シ

コクビエの場合葉へのPropani喋積能が特徴として挙げられた。

審　　査　　の　　要　　旨

　本研究は、除草剤Pmpanilのイネ科植物に対する選択作用機構を研究したものであるが。Propani1

の植物体内挙動を吸収ヨ移行および代謝の面から追跡し，一方作用としても光合成をとり上げ，第

一次作用点におけるPropan｛1の存在量と代謝活性の変動との関係を追求した。新たにPropani1低抗性

植物としてシコクビエを見出した点ラ選択作用機構の解析法を確立した点に創意が認められた。除

草剤の使用のみならず事新しい除草剤の創製に対しても貢献するものと判断される。

　よって，著者は農学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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